
　
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
異
常
気
象
が
目
立
っ
た
夏

も
終
わ
り
、
ほ
っ
と
し
た
の
も
束
の
間
、
今
度
は
台

風
十
八
号
に
よ
る
豪
雨
で
大
分
も
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
の
一
日

も
早
い
復
興
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
四
月
か
ら
改
正
社
会
福
祉
法
が
施

行
さ
れ
、
私
ど
も
も
定
款
か
ら
諸
規
定
の
見
直

し
、
評
議
員
の
選
任
、
新
役
員
（
理
事
・
監
事
）

の
選
任
な
ど
、
あ
わ
た
だ
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
新
た
に
選
任
さ
れ
た
皆
様
に
よ
る

理
事
会
に
お
い
て
、
理
事
長
に
留
任
い
た
し
ま
し

た
。
私
ど
も
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
平
成
二
十
八
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

が
、
約
２
，８
５
０
万
円
の
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
火
災
に
伴
う
修
繕
費
の
増
大
な
ど
一
時
的
な

も
の
と
は
い
え
、
今
年
度
は
在
宅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、
在
宅
部
門
を
中
心
に
黒
字
化
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
今
回
の

法
改
正
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
に
地
域
に
お
け
る

公
益
的
な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
責
務
が
課
せ
ら

れ
ま
し
た
。
私
ど
も
社
会
福
祉
法
人
が
公
益
性
・

非
営
利
性
を
確
保
し
、
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任

を
果
た
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
法
人
の
在
り

方
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
私
ど
も
は
、
朝
来
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
「
百
円
居
酒
屋
」
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
八

月
に
は
百
回
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
地
元
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
毎
月
一
回
開
催
で
、
八

年
以
上
の
年
数
を
か
け
て
継
続
し
た
事
業
で
す
。

良
く
続
け
て
こ
ら
れ
た
と
感
無
量
の
思
い
で
いっ
ぱ
い

で
す
。

　
こ
の
他
、「
生
活
困
難
者
に
対
す
る
相
談
支
援

事
業
」「
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
後
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
」
な
ど
を

行
い
、
ま
た
、
総
合
事
業
の
一
環
と
し
て
「
生
活

機
能
向
上
特
化
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」「
健
康
づ

く
り
応
援
教
室
事
業
」、
国
東
市
の
委
託
事
業
と

し
て
地
域
の
働
き
手
を
対
象
と
し
た
「
介
護
職
員

初
任
者
研
修
事
業
」「
地
域
の
方
が
作
ら
れ
た
野

菜
の
販
売
事
業
」
な
ど
を
行
って
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と

し
て
社
会
福
祉
法
人
の
使
命
と
考
え
、
実
行
し
て

い
る
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
挨
拶

理事長
髙橋  とし子

むさし苑

松寿園

きつ 衆楽観き

鈴鳴荘

　三河家・戸田両劇団合同の８月公演が杵築市のきつき衆楽観で「三河家JAPAN」と銘打って行われましたが、８月３日昼間の部を鈴鳴荘・
朝来サポートセンター・むさし苑・松寿園のご利用者と職員の総勢150名が演劇と舞踊ショーを楽しみました。
　車いす等のご利用者が周りに気を使わずに観劇できるようにとのきつき衆楽観さんのご厚意で、当法人が貸切で行ったものです。
　また、17日には鈴鳴荘、24日にはむさし苑、25日には松寿園を慰問、寝たきり等できつき衆楽観に行けないご利用者も本物の大衆演劇を
堪能されました。普段はあまり表情にあらわさないご利用者もこの日は、三河家桃太郎座長のトークと歌にノリノリで楽しんでおられました。

きつき衆楽観を貸切きつき衆楽観を貸切

演劇 と舞踊ショーを堪能を堪能
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　９月９日午後４時から100円居酒屋開設101回記念式典を行いました。主催者を代表して安岐の
郷の髙橋とし子理事長が、「一度も休むことなく継続できたのは皆様のご協力のおかげです。」と感
謝のあいさつ。感謝状授与のあと来賓祝辞があり、国東市長の三河明史様より、「地域包括ケアの先
駆けであり、これからも地域で頑張って200回と続けていただきたい。」東部振興局長の山本章子様
には、「朝来にはいろんな団体があり、朝来を手本にしたいという地域が沢山あります。」と、朝来
100円居酒屋継続の源である地域の団結力を称えてくださいました。
　朝来地区活性化協議会長の諸冨忠様、NPO法人ほたる代表の稙田和彦様、社会福祉法人安岐の郷
前理事長の小林習一様の来賓紹介のあと記念イベントがあり、糸永光様が「議会議長をされた諸冨
さんが、駐車場で誘導をされていた。校長経験者の稙田さんが赤いエプロンでお手伝いされており、
リーダーが率先して活動されている。」と、地域の一体感を述べられ、奥様とそれぞれ方言丸出し弁
論を、そして、『きつきんバンド』によるフォークソングを全員で合唱して楽しみ、そのあと居酒屋
で会食をしました。

受賞者 100円居酒屋応援隊の下川和義会長
国東消防団安岐方面隊第14分団の下川和彦分団長
矢野酒造様（安岐の郷・前理事長小林習一様代理受領）

方言丸出し
弁論

きつきん
バンド

安岐の郷だより3　　平成29年11月１日

　デイサービスセンター鈴鳴荘が地域密着型デイサービスに移管して１年半――。
地域密着型デイサービスとは、これまで事業の指定を大分県知事が行っていました
が、その指定権限を国東市に移行するものです。利用者も要介護認定等を受けた原
則国東市民となります。
　デイサービスの求められる機能は、心身機能の維持向上、活動の維持向上、社会
参加の促進、認知症高齢者・重度者への対応などがありますが、安岐の郷では昨年
から在宅プロジェクトチームを立ち上げ、デイサービス部門の活性化に取り組んで
います。特に、機能訓練にリンパマッサージ、カラオケ教室やフラワーアレンジメ
ント教室など、心身機能の維持向上や活動に重点を置き、また、第三木曜日には梅
園の里さんからバイキング料理を配達
していただき、食事にも力を入れてい
ます。
　むさし苑のデイサービスは認知症対
応型のデイサービスですが、一昨年か
ら運動機能に特化した短期集中型のデ
イサービスに取り組み、鈴鳴荘でも昨
年から健康づくり応援教室を行い、介
護予防事業にも力を入れています。

元気
を創る

デイサービスに
いきいき農園

フラワー
アレンジメント

教室

運動機能向上
特化型サービス

リンパマッサージ

カラオケ教室

健康づくり
応援教室
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　安岐町の夏の風物詩「見立て細工」に今年も出展しました。鈴鳴荘のデイサービス、グループホーム、託児所の３部署、
そして朝来サポートセンターから出展、安岐町中央公民館長賞などをそれぞれ受賞しました。今回、朝来サポートセンター
は六郷満山開山1300年を記念して修行僧の峰入行を題材にしました。全体像がつかめず苦労しました。

　子供にも親の働く姿を見てもらおうとスタートした「子ども介護日」。今年
も夏休み中に行いました。鈴鳴荘は８月８日、むさし苑は14日に行いましたが、
職場を見た子供たちからお父さんお母さんにメッセージをくれました。その
一部を紹介します。

　安岐小学校の児童さんが鈴鳴荘で体験
実習を行いました。８月２日朝から32名
の児童さんが高齢者の疑似体験や車いす
の操作など、施設実習を行いました。

　国東高校JRCのボランティアグループの皆さんが６月24日と７
月15日の両日、20名ずつ２回に分けて計40名で松寿園に来てく
ださいました。
　ご利用者と生徒で12のテーブルをグループ分け、最初は、お互
いに緊張していましたが、自己紹介に見立てたすごろくゲームで
緊張をほぐし、作品づくりでは、ご利用者と一緒に楽しそうにぬ
り絵をしていました。
　休憩時間では、高校生が焼いてきた
マドレーヌを一緒に食べ、和気あいあ
いとした交流を深めました。

「今日わたしは、ママのおしごとのおてつだいをやって、ママがあちこちうご
いてまわるから、きっといつも疲れているんだな、ママのおしごとはとっても
たいへんなんだと思いました。」（晴香ちゃん）

「お父さんは、笑顔で電気をとりかえていたので、いつもよりかっこよかった
です。お仕事がいそがしいと思うけど、たまには遊んでください。」（美優ちゃん）

「お母さんがいっしょうけんめいはたらいているところをみれてよかったです。
いやな事があってもそのばでとまらずに前をむいてください。これからも仕事
がんばってください。」（陽翔君）

「お母さんが働いているところを見て、
毎日、私たちのために朝早くから夜おそ
くまで働いて、そんなお母さんにはとて
もそんけいしています。なので、これか
らは、わたしがお母さんを支えて行きた
いです。」（未来ちゃん）

つるのおんがえしつるのおんがえし

ほたるまつりほたるまつり

夢に向かって輝け10
代

夢に向かって輝け10
代

子ども介護日 安岐小学校体験学習

国東高校ＪＲＣの生徒さんと交流

朝来サポートセンター
鈴鳴荘

デイサービスセンター
鈴鳴荘

すこやかクラブ鈴鳴荘 さわやかクラブ鈴鳴荘

　朝来サポートセンター鈴鳴荘で行っている「100円居酒屋」が８月
16日、100回の節目を迎えました。毎月第２土曜日に定期開催して
いますが、地域の行事がある時にはその日に合わせて合同開催してい
ます。この日は、朝来の盆踊りに合わせて開催しました。

見立て
細工

国東半島伝統峰入り国東半島伝統峰入り

8
15

武
蔵
町
の
夏
の
夜
祭

武
蔵
町
の
夏
の
夜
祭

8
16

朝
来
地
区
の
盆
踊
り

朝
来
地
区
の
盆
踊
り

8
18

む
さ
し
苑

む
さ
し
苑

8
20

鈴
鳴
荘

鈴
鳴
荘

8
22

松
寿
園

松
寿
園

9
2

南
安
岐
地
区
の
盆
踊
り

南
安
岐
地
区
の
盆
踊
り

　例年、法人にとって夏は大変忙しいシーズンです。各施設での慰霊祭と盆
踊り、地域住民の皆さんとの交流や、地域の活性化への応援などで地域の盆
踊りにも参加。今年も15日の武蔵町の夏の夜祭を皮切りに、16日が朝来地
区の盆踊り、18日がむさし苑、20日が鈴鳴荘、22日が松寿園、そして、
９月２日には南安岐地区の盆踊りに参加しました。

　例年、法人にとって夏は大変忙しいシーズンです。各施設での慰霊祭と盆
踊り、地域住民の皆さんとの交流や、地域の活性化への応援などで地域の盆
踊りにも参加。今年も15日の武蔵町の夏の夜祭を皮切りに、16日が朝来地
区の盆踊り、18日がむさし苑、20日が鈴鳴荘、22日が松寿園、そして、
９月２日には南安岐地区の盆踊りに参加しました。

慰霊祭と供養盆踊り慰霊祭と供養盆踊りむさし苑は屋台を

準備しました！

お菓子の
つかみどり
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　国東市は９月３日に市をあげて防災訓練を実施されましたが、安岐の郷でも毎年施設ごとに
地元消防団と消防本部のご協力で火災を想定した避難・消火訓練を行っています。今年も１月
の松寿園を皮切りに７月に朝来、９月にむさし苑、鈴鳴荘は来春実施を予定しております。防 災 訓 練

　鈴鳴荘の施設ボランティア組織「コスモスの会」（会員18名）の総
会が5月18日、梅園の里で開催。活動報告と平成29年度の活動計画を
きめました。意見交換のあと懇親会を行いました。

　長木チヨ様の109歳のお祝いが特別養
護老人ホームむさし苑で開催されました。
長木様は平成29年度国東市女性長寿最高
齢であり、この日、三河明史国東市長よ
り壽詞をいただきました。長木様は明治
40年11月の生まれですので、この広報誌
を読まれている頃には110歳になられて
いることでしょう。これからもお元気で
お過ごし下さい。本当におめでとうござ
いました。

　今年も地域の敬老行事に合わせて、鈴鳴荘から「ひょっとこ隊」が出動し
ました。
　施設よりほど近い大添、下山口、西本、中園上の敬老会で８名の施設職員
が「ひょっとこ」や「おかめ」の衣装に身を包みひょっとこ踊りを披露しました。
長寿祈願の「ますます」では、花笠音頭に合わせて枡のアトラクションを終え、
決めのポーズで『祝敬老の日おめでとう』のメッセージが完成すると、たく
さんの拍手と歓声をいただくことができ感無量でした。
　五合枡と五合枡を合わせて一升にちなんで…
　　どうか皆様方も　一生・ます・ます　お元気でいて下さい。

　安岐の郷は今年も国東市の代表で県民体育大会綱引きの部に出場。
今回は勤務の都合で男女それぞれ４名での混合チームとして参加し
ました。男子の重量オーバーが心配でした。

コスモスの会総会

第70回大分県民体育大会
綱引きに出場

長寿のお祝い

鈴鳴荘

ひょっとこ隊
出動！

下山口

西本

鈴鳴荘

大添

中園上
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　グループホームでは、穏やかに過ぎゆく時間の中で、季節の旬を感じ
ることができますように『季節感』を大切にしております。ここではそ
のひと時をご紹介したいと思います。

　安岐の郷の事業所内託児所「すこやかクラブ鈴鳴荘」では今年
度18名の子ども達が賑やかに生活しています。海に山に川にとあ
ふれる自然の中でのびのびと過ごしている子ども達。それだけで
なく、特養、デイサービス、グループホームなど多くのご利用者
の方々との触れ合いを大事にしています。今年度は、一緒に野菜
作りをしたり、クッキングをし、食事をしたりして楽しみました。
　もちろん鈴鳴荘だけではなく、むさし苑や松寿園、朝来サポー
トセンターのおじいちゃん、おばあちゃんにも会いに出かけるこ
ともあります。多くの方々に触れ、たくさんの愛情と優しさをも
らい、健やかに育っている子ども達です。

　今年の託児所の親子遠足は、杵築市
の住吉浜リゾートパークに行きまし
た。海岸での遊びとイチゴ狩りを楽し
みました。

グループホームだより

託児所だより託児所だより

　託児所のお父さんの親睦会である第
７回育メンがんばろう会を開催。

田植えを行いました。

さわやかクラブ鈴鳴荘さわやかクラブむさし苑

育メン
がんばろう会

親子遠足 田植え

夏の行事

ボディペインティング

川遊び

クッキング

プール遊び

スイカ割

すこやかに高齢者と楽しく
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■

評
議
員
の
選
任
■

■

理
事
長
等
の
選
任
■

施
設
長
人
事

　
安
岐
の
郷
は
4
月
1
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
鈴
鳴
荘
と
む
さ
し
苑
の
施
設
長
人
事
を
行
い
ま

し
た
。
鈴
鳴
荘
の
施
設
長
だ
っ
た
髙
橋
と
し
子
理

事
長
が
法
人
全
体
の
総
合
施
設
長
に
、
む
さ
し
苑

の
髙
橋
一
雄
施
設
長
が
法
人
本
部
の
事
務
長
に
専

念
し
、
こ
れ
ま
で
鈴
鳴
荘
の
副
園
長
だ
っ
た
田
辺

由
加
里
が
鈴
鳴
荘
の
施
設
長
に
、
む
さ
し
苑
の
施

設
長
代
理
だ
っ
た
永
松
佳
奈
代
が
む
さ
し
苑
の
施

設
長
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
。
今
回
の
異
動

は
、
後
継
者
の
育
成
と
組
織
の
活
性
化
を
目
的
に

若
返
り
を
は
か
っ
た
も
の
で
す
。

　今年も安岐の郷に新卒者4名が入社しました。高校生が２名、専門学校が１名、
大学生が１名で、２週間の新人研修を終え、鈴鳴荘に３名、むさし苑に１名配属
されました。先輩職員がマンツーマンで３か月間新人教育を行い、７月から独り
立ちしています。

❶武蔵町　❷ピアノ・弓道
❸福祉の仕事に興味があり、大学で高齢者福祉を専
攻したことと、生まれ育った地域、地元の皆さん
に恩返しをしたいため。

❹経験が少なく、皆さんにご迷惑をかける毎日です
が、日々勉強し学んだことを生かせるように努力
していきます。

❶安岐町　❷アニメ観賞
❸小学校の時に体験教室に参加して介護に興味を
持っていました。また、家族に介護職に従事して
いるものがいて話を聞いていて就職しました。
❹本当に職員の皆様に助けられて学ぶ毎日ですが、
ご利用者の身近な存在ですので、しっかりと寄り
添える介護士になれるよう頑張ります。

❶杵築市　❷綱引き
❸祖父母に恩返しするため。
❹今は仕事を覚えることで精いっぱいです。早く一
人前になりたいです。

❶国東町　❷卓球
❸祖母が16年間、鈴鳴荘でお世話になり、その恩返
しができればと思いました。
❹日々努力し、立派な介護士になりたいです。

全
国
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

新 人
紹 介

　
10
月
17
日
よ
り
高
知
県
高
知
市
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
29
年
度 

全

国
老
人
福
祉
施
設
研
究
会
議
」
の
研
究
部
会
の
事
例
発
表
会
で
地
域

密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鈴
鳴
荘
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。「
僕
は
壊
れ
か
け
の
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
胃
瘻
を
造
設

し
た
障
が
い
者
の
方
が
も
う
一
度
食
事
を
口
か
ら
召
し
上
が
っ
て
い

た
だ
く
取
り
組
み
を
「
一
粒
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
る
ま
で
」
の

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
発
表
し
ま
し
た
。

　
発
表
者
の
岡
本
明
奈
リ
ー
ダ
ー
に
話
を
聞
く
と
、「
先
に
行
わ
れ
た

九
州
大
会
を
経
て
、
今
回
の
全
国
大
会
出
場
と
な
り
、
九
州
の
代
表

で
あ
る
と
思
う
と
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
が
、
う
ま

く
発
表
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
。
応
援
し
て
下
さ
っ

た
皆
様
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。」
と
笑
顔
で
応
え
て

く
れ
ま
し
た
。

介
護
職
員

初
任
者
研
修

　
昨
年
に
続
き
今
年
も
介
護
職
員
初
任

者
研
修
が
始
ま
り
ま
し
た
。
国
東
市
か

ら
当
法
人
が
受
託
し
て
行
っ
て
い
る
も

の
。
日
程
は
９
月
か
ら
12
月
ま
で
の
４

か
月
間
で
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
週
５
日
（
午
後
６
時
〜
９
時
）。

　
安
岐
の
郷
は
9
月
5
日
、
都
内
で
障

が
い
者
雇
用
の
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

広
報
誌「
老
施
協
」の

表
紙
を
飾
る

　
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
の
第
９
回

介
護
作
文
・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
選

し
た
む
さ
し
苑
の
写
真
が
、
同
協
議
会
の

広
報
誌
「
老
施
協
」
の
８
月
号
で
表
紙
を

飾
り
ま
し
た
。

改
正
社
会
福
祉
法
が

4
月
1
日
施
行

障
が
い
者
雇
用
で

大
臣
表
彰

　
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
改

正
社
会
福
祉
法
）
が
平
成
28
年
3
月
31
日
に
成

立
、
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
以
下
の
通
り
役

員
を
選
任
い
た
し
ま
し
た
。

評
議
員 

7
名

　
有
馬
　
孝
 
（
国
東
市
国
東
町
田
深
）

　
岡
嵜
　
ツ
ユ
子
 （
国
東
市
武
蔵
町
糸
原
）

　
海
原
　
明
子
　
 （
国
東
市
国
東
町
鶴
川
）

　
戝
前
　
寿
文
　
 （
国
東
市
安
岐
町
明
治
）

　
高
橋
　
惠
津
子
 （
国
東
市
武
蔵
町
糸
原
）

　
瀧
口
　
洋
司
 
（
国
東
市
武
蔵
町
糸
原
）

　
吉
田
　
タ
ミ
子
 （
国
東
市
安
岐
町
山
口
）

理
　
事 

6
名

　
清
原
　
千
加
子
 （
朝
来
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
施
設
長
）

　
小
林
　
信
介
 
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
松
寿
園
施
設
長
）

　
髙
橋
　
と
し
子 （
安
岐
の
郷
総
合
施
設
長
）

　
田
辺
　
由
加
里 （
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鈴
鳴
荘
施
設
長
）

　
永
松
　
佳
奈
代
 （
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
む
さ
し
苑
施
設
長
）

　
福
田
　
榮
 
（
ふ
く
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

監
　
事 

2
名

　
徳
部
　
伝
造

　
中
野
　
昭
純

　
理
　
　

事
　
　

長
　
髙
橋
と
し
子

　
業
務
執
行
理
事
　
小
林
信
介

編集後記
　法人の拠点施設である朝来サポートセンター、むさ
し苑、鈴鳴荘、松寿園の慰霊祭と供養盆踊りが幸い天
候にも恵まれて予定通り行うことができました。９月
２日の南安岐地区の盆踊りが最後となり、慌ただしい
夏の行事が終了しましたが、今回は夏の行事を中心に
広報誌をまとめました。その中でも、三河家劇団さん
との交流をとおしてたくさんの元気をいただきまし
た。また、子ども介護日では多くの職員の子供さんた
ちが参加、職場で働くご両親の姿を見ていただき、よ
り理解が深まったのではないかと喜んでいます。
　さて、社会福祉法の改正により社会福祉法人制度が
大きく見直されました。私ども社会福祉法人がいかに
地域に貢献できるのか、私ども社会福祉法人の存在意
義が問われております。その視点を強く持って地域に
貢献できる取り組みを行ってまいりますので、今後と
もよろしくお願いいたします。

❶出身地　　❷趣味・特技　　❸この仕事に就いた理由　　❹一言

有次　さつき

後藤　嵩博

山田　晃弘

堤　光

後藤さん後藤さん

山田さん山田さん
堤さん堤さん

有次さん有次さん

●  社会福祉法人  安岐の郷

特別養護老人ホーム鈴鳴荘
〒873-0222
大分県国東市安岐町下山口５８番地

☎0978-67-2626

朝来サポートセンター鈴鳴荘
〒873-0351
国東市安岐町朝来１４４

☎0978-66-0120

特別養護老人ホームむさし苑
〒873-0421
国東市武蔵町糸原２３６８番地１

☎0978-68-0238

養護老人ホーム松寿園
〒873-0643
国東市国東町富来浦２３６８番地１

☎0978-74-0251

ご利用者と地域の皆様、そして職員の心が鈴の音のようにかろやかに共鳴し合えるように…
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